
 
 

 
 
 

令和４年４月５日 

関 係 各 位 

横浜税関監視部 

 

ロシア連邦への輸出禁止貨物等に関する協力依頼について 

 

平素から税関行政の円滑な運営に深いご理解と多大なご協力を賜り、厚く御礼申

し上げます。 

今般、ウクライナを巡る国際情勢に鑑み、この問題の解決を目指す国際平和のた

めの国際的な努力に我が国として寄与するため、ロシア連邦に対する奢侈品の輸出

禁止措置が４月５日から実施されます。 

つきましては、別添「ロシア連邦向け奢侈品輸出禁止措置」及び「ロシア連邦向

け支払手段・貴金属の輸出禁止措置」をご参照いただき、以下の対応についてご協

力をお願いいたします。 

 

１．船舶への当該措置の周知について 

当港に入港する船舶に対して、別添「ロシア連邦向け奢侈品輸出禁止措置」

及び「ロシア連邦向け支払手段・貴金属の輸出禁止措置」を提示の上、当該措

置の周知をお願いいたします。 

 

２．ロシア連邦等への寄港予定の情報提供依頼について 

当港出港後の寄港地について、ロシア連邦への寄港が予定されている船舶が

ある場合、当該情報を下記の連絡先まで提供して頂くようお願いいたします。 

 

３．船用品について 

船用品積込申告については、航海日数や乗組員数等を勘案した適正数量を超

えないよう、また、乗組員の個人使用品を船用品として申告しないよう注意を

お願いいたします。 

 

 

【連絡先】横浜税関監視部取締部門 045-212-6070 

 

 

 

 

その他、輸出禁止の対象品目や最新の状況は、経済産業省の対ロシア等制裁関

連のホームページをご参照ください。 
 

経済産業省 HP→対ロシア制裁関連→【参考】ロシア向け奢侈品輸出禁止措置 

https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/01_seido/04_seisai/do

wnloadCrimea/20220329_shashihin.pdf 

 

yok-kanshi-kichi@customs.go.jp 



ロシア連邦向け奢侈品輸出禁止措置

対象となる奢侈品について、税関の許可を受けることなく輸出した場合は、関税法第111条により五年以下の懲
役若しくは千万円以下の罰金、又はその両方が科されることがあります。（このほか外国為替及び外国貿易法の
罰則が科されることがあります。）

〇対象となる奢侈品

≪価格が１０万円を超えるもの≫
・衣類 ・履物 ・帽子
≪その他≫
・グランドピアノ（２０万円を超えるもの）

お問合せ先
（１）規制対象となる奢侈品の該否：経済産業省貿易経済協力局貿易管理部貿易審査課 03-3501-1511（内線3251）
（２）税関手続に関する内容 ：横浜税関監視部取締部門 045-212-6070

≪価格が４万円を超えるもの≫
・酒類 ・絨毯 ・ダイビング用機器
・たばこ製品 ・宝飾品 ・ノートパソコン
・香水類、化粧品 ・陶磁製品 ・時計（貴金属を使用したもの）
・革製品 ・ガラス製品 ・美術品、骨とう品
・毛皮

※ 対象となる奢侈品をロシア連邦以外を仕向地として輸出する場合は
規制の対象外となりますが、別紙「購入物品確認書」によりロシア
向けに該当しないことの確認が必要です。

※ 当該禁止措置は、輸出託送品や持込み販売物品も対象です。
※ 船用品申告については、航海日数や乗組員数等を勘案した適正数量
を超えないよう、また、乗組員の個人使用品を船用品として申告し
ないようご注意ください。

令和４年４月５日から、外為法に基づき、ロシア連邦に対す
る奢侈品の輸出を禁止する措置が導入されます。船舶又は航空
機の乗組員が、輸出承認の対象となる奢侈品をロシア連邦を仕
向地として、輸出する場合も規制の対象となります。

【ロシア連邦に寄港する船舶の乗組員及び関係者の皆様へ】

・バイク及び乗用車（業務通関対象）



令和  年  月  日 

 

 

購入物品確認書 

 

横浜税関長 殿 

 

 

 

氏  名 ：                

 

生年月日 ：     年    月   日 

 

船  名 ：                

 

住  所 ：                

 

旅券等の番号：               

 

 

 私が購入した下記物品については、外国為替及び外国貿易

法に基づき規制されたロシア連邦向けの輸出ではありませ

ん。 

 

品   名 数量 価 格 仕向地 備 考 

     

     

     

     

     

     

 

（別紙１－１） 



 

 

 
 

 
 

○例外（財務大臣の許可を受ける必要がない支払手段の輸出） 
以下に掲げる支払手段は、財務大臣の許可を受けていなくても、輸出することができ

ます。 

１ ロシア連邦に滞在する居住者がその滞在に伴い通常必要とする支払に充てられ

るもの 

２ ロシア連邦に住所又は居所を有する自然人に対する支払に充てられるものであ

って、次に掲げるもの（１０万円に相当する額以下のものに限る。） 

① ロシア連邦に住所又は居所を有する自然人がする食糧、衣料、医薬品その他

生活に欠くことができない物資の購入に充てられるもの 
② ロシア連邦に住所又は居所を有する自然人が医療サービスを受けるために充て

られるもの 
③ ①及び②に掲げるもののほか、人道上の理由により特に必要と認められるもの 

 
 

 

○貴金属の範囲 
「貴金属」とは、金の地金、金の合金の地金、流通していない金貨その他金を主たる材料とする物であって

以下に該当するものをいいます。 
１ 「金の地金、金の合金の地金」とは、金を含有する地金（金の含有量が全重量の１００分の２未満のもの

を除く。）であって、その形状が塊、片、粒その他これに類する形状のものをいいます。 

２ 「流通していない金貨」には、強制通用力のある金貨のうち、その額面金額を超える価額で取引されるも

のを含みます。 

３ 「金を主たる材料とする物」とは、金の地金を使用する物品であって、その含有する金の重量又は価格

が当該物品の重量又はＦＯＢ価格の２分の１以上のものをいいます。 

（注）本人が携帯品として携帯して輸出する場合など、一定の要件に該当する輸出には財務大臣の許可

は不要です。なお、上記１～３に該当しない物であっても、輸出にあたり経済産業大臣の承認を要す

る場合がありますので、ご留意願います。 

ロシア連邦向け支払手段・貴金属の輸出禁止措置 

令和４年４月５日から、外為法に基づき、ロシア連邦を仕向地とする支払手段（銀

行券及び政府紙幣に限る。）及び貴金属の輸出については、原則として、財務大臣の

許可が必要となりました。 

この輸出には、一時上陸した船舶乗組員が出国する場合に行うものも含まれます。

船舶乗組員の皆様におかれては、その輸出の前に税関に対して輸出許可の申請を行

ってください。 

お問合せ先 

横浜税関監視部取締部門  ：045-212-6070 

財務省国際局調査課 外国為替室電話 ：03-3581-4111（内線）5289 

【ロシア連邦を寄港する船舶乗組員及び関係者の皆様へ】 
 



   
ロシア連邦を仕向地とする紙幣の輸出について 

令和４年４月５日より、外国為替及び外国貿易法（以下「外為法」という。）第 19条第１項に基づき、

ロシア連邦を仕向地とする支払手段（銀行券及び政府紙幣に限る。以下「紙幣」という。）の輸出について

は、財務大臣の許可を受ける義務が課されています。ただし、当該紙幣が特定の目的に充てられ、かつ 10

万円相当額以下のもの等については、当該義務の適用対象から除かれます。 

 このことから、ロシア連邦向けに輸出しようとしている紙幣が、財務大臣の許可を要するか否かを確認す

る必要がありますので、以下（１）及び（２）を税関職員にご提出をお願いします。 

（１）「支払手段等の携帯輸出（輸入）申告書」 

（２）輸出目的等チェックリスト（以下）…該当する箇所にチェック（✔）、具体的な内容等及び金額をご

記入ください。 

なお、内容によっては、当方より追加の確認をさせて頂くことがあります。 

 

輸出目的等チェックリスト 
はい 

（YES） 
金額 

① ロシア連邦に住所等を有する個人が食糧、衣料、医薬品その他生活に欠

くことができない物資を購入するための支払に充てられるものですか。 
□ 

万円 
   購入する物資の具体的な名称等についてご記入下さい。 

 

② ロシア連邦に住所等を有する個人が医療サービスを受けるための支払に

充てられるものですか。 
□ 

万円 
医療サービスの具体的な種類等についてご記入下さい。 

③ ①及び②のほか、人道上の理由により特に必要とするものですか。 □ 
万円 

その理由について具体的にご記入下さい。 

④ 日本国内に住所等を有する個人がロシア連邦での滞在に伴って通常必要

とする支払に充てられるものですか。 
□ 

万円 
その理由についてご記入下さい。 

       年  月  日 

氏名                

（日中連絡がとれる連絡先）               

外為法による措置に関する照会先 
財務省国際局調査課 外国為替室 

TEL 03-3581-4111 内線 5289 

 



On April 5, 2022, a measure to prohibit the export of luxury goods to
the Russian Federation will be implemented according to the Foreign
Exchange and Foreign Trade Act. Luxury goods which are exported to
the Russian Federation by vessel or flight crews will also be subject to
prohibition.

To Crew member of Vessels Calling at Ports in the Russian Federation
(Prohibition on the export of luxury goods to the Russian Federation)

Note: A person who exports the above luxury goods without permission from Customs may be punished by
imprisonment for not more than five years or a fine of not more than ten million Japanese yen, or both pursuant to
the provisions of Article 111 of the Customs Act. Punishment in regard to the Foreign Exchange and Foreign Trade Act
may also be imposed.

〇 Luxury Goods subject to Export Prohibition

≪Goods valued more than JPY 100,000≫
・Clothing ・Footwear ・Hat

≪Others≫
・Grand piano valued more than JPY 200,000
・Motorcycle valued more than JPY 600,000
・Automobile valued more than JPY 6,000,000

〇 Attention
・Exporting those luxury goods to places other than the Russian Federation is

exempt from the measure.
・Please note that you are required to declare to Customs in advance when

you export goods.

Contact information with regard to
(1) Luxury goods subject to export prohibition: 

Trade Licensing Division, Trade Control Department, Trade and Economic  Cooperation Bureau, 
Ministry of Economy, Trade and Industry Tel: 03-3501-1511 (Ext: 3251)

(2) Customs procedures: Yokohama customs: Tel:045-212-6070

≪Goods valued more than JPY 40,000≫
・Alcohol ・Carpet ・Laptop computer
・Tobacco products ・Jewelry ・Watch (with precious metals)

・Perfume, Cosmetics ・Ceramics ・Art works, Antiques
・Leather goods ・Glassware
・Fur ・Diving equipment



 

(Date)         .        .        . 
 

Confirmation of purchased items 
 
 
 

To: The Director-General of  
___________________ Customs  

 
Name：                  
 
Date of Birth：    .    .    . 
 
Name of ship：               
 
Address：                                
 
Passport Number：            

 
The items I purchased listed below are NOT for the exportation to  the 
Russian Federation which are restricted under the Foreign Exchange and 
Foreign Trade Act of Japan  
 

Description of items  Quantity Price Destination Remarks 
     

     

     

     

     

     

 

（別紙１－２） 



 

 
 
 

 
 

○Exception (the exports of means of payment which are not subject to receiving permission.)  
The following means of payment may be exported even if you don’t receive permission from 
the Minister of Finance. 

１ Those used for a payment normally required for stay in the Russian Federation by a 
person having a domicile, etc., in Japan. 

２ Those used for a person having a domicile or residence in the Russian Federation, and 
set forth below (limited to 100,000 yen or below.): 
① Those used for food, clothing, pharmaceuticals and other goods indispensable to life 

by a person having a domicile or residence in the Russian Federation. 
② Those used for medical service that a person having a domicile or residence in the 

Russian Federation receives. 
③ Those specifically required for humane reasons other than ① and ②. 

 
○Scope of precious metals 
The term "precious metals" means gold bullion, gold alloy bullion, gold coins that are not in 
circulation, or any other object made of gold as principal material, and those set forth below. 

１ The term "gold bullion, gold alloy bullion" means bullion included gold (excluding those with a gold content 
less than two hundredths of the total weight）, and whose shape is a mass, a piece, a grain, or any other 
shape as being similar thereto. 

２ Gold coins with mandatory circulating power that are traded at over their face value are included in "gold 
coins that are not in circulation". 

３ The term "object made of gold as principle material" means goods using gold bullion, and whose weight or 
price of gold content is more than one-half of the weight or FOB price of the goods. 

(Caution) The exports that meet certain requirements are not subject to receive permission, for instance, any 
person who exports personal effects by personally carrying them. Please note, however, even if the exports 
don’t meet the above 1 to 3, you may have to receive permission from the Minister of Economy, Trade and 
Industry. 

To Crews of Vessels Calling at Ports in the Russian Federation 
(Prohibition on the export of means of payment and precious metals) 

As of April 5, 2022, in principle, exports of means of payment (only banknotes and government 
money bills) and precious metals to the Russian Federation must receive permission from the 
Minister of Finance in accordance with the Foreign Exchange and Foreign Trade Act. 

These exports include exports made by temporarily landed crews when they depart from Japan. 
For vessel crews, please file the permission for export to Customs before the export. 

Contact Information： 
Legal Office, Research Division,  
International Bureau, Ministry of Finance  
TEL 03-3581-4111 Ex. 5289 



  
Export of Money Bills for the Russian Federation 

As of April 5, 2022, exports of means of payment (only banknotes and government money bills, hereinafter 
“money bills”) to the Russian Federation must receive permission from the Minister of Finance in accordance 
with the Foreign Exchange and Foreign Trade Act (hereinafter “FEFTA”), article 19 (1). However, when the 
money bills in question are used for specified purposes and 100,000 yen or below, etc., they are not subject 
to receiving permission. 

Therefore, we must check if the money bills in question are subject to receiving permission from the Minister 
of Finance. Please submit the following, (1) and (2), to the officer. 

（１）Declaration of Carrying of Means of Payment, etc. 
（２）Checklist of the purposes of export, etc.（the following）…Please check the appropriate boxes, and 

write the specific contents and the amount of money. 

Note；the officer may ask for additional confirmation depending on the contents. 
 

Checklist of the purposes of export, etc. YES Amount of money 

① Is it for the payment by an individual having a domicile, etc., in the Russian 
Federation for the purchase of food, clothing, pharmaceuticals and other goods 
indispensable for life? 

□ 
JPY 

Please write about the specific contents of goods to be purchased (for example, the name of goods). 

 

② Is it for the payment by an individual having a domicile, etc., in the 
Russian Federation to receive medical service? □ JPY 

Please write about the specific contents of the medical service (for example, the kinds of medical service). 

 

③ Is it specifically required for humane reasons other than ① and ②? □ JPY 
Please write about the specific reasons.  

④ Is it for the payment by an individual having a domicile, etc., in Japan for 
the expenses normally required for his/her stay in the Russian Federation? □ JPY 

Please write about the reasons. 

MM/DD/YYYY                 
Name                

（Daytime telephone number）               

The reference about measures by FEFTA 

Legal Office, Research Division, International Bureau, 
Ministry of Finance  

TEL 03-3581-4111 Ex. 5289 
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